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7) 辻村恭憲，Brendan J Canning，井上 誠：孤束核
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咽頭へ- 咀嚼と嚥下 - 第 26・27 回合同学術大会日

本摂食嚥下リハビリテーション学会，名古屋国際会

議場（愛知県・名古屋市）現地/Web 開催，2021 年

8 月 19 日-21 日，第 26・27 回合同学術大会日本摂

食嚥下リハビリテーション学会学術大会プログラ

ム・抄録集 140 頁，2021． 

12) 井上 誠：災害時における口腔ケアの重要性．日本

災害医療薬剤師学会第 9 回学術大会（リモート開

催），2021 年 7 月 4 日． 

 

【講演・シンポジウム（その他）】 

1） 辻村恭憲：摂食嚥下障害の評価と対応, 新潟リハビ

リテーション研究会 3月定例勉強会，Web開催，2022

年 3 月 28 日． 

2） 井上 誠：高齢者の摂食嚥下機能とその障害．新潟

県歯科医師会公衆衛生の普及と予防医学の研究と

指導に関する事業，新潟，2022 年 2 月 22 日． 

3） 井上 誠：「種」からはじまる「モノづくり」．第

2 回 HAS 推進セミナー，三条市（リモート開催），

202 年 1 月 28 日． 

4） 井上 誠：歯科が考える摂食嚥下障害の臨床と研究．

昭和大学学士会後援セミナー大学院歯学研究科リ

カレント教育認定セミナー，昭和大学，リモート開

催，2022 年 1 月 5 日． 

5） 辻村恭憲："よく噛むこと"が摂食嚥下機能に与える

効果，にいがた摂食嚥下障害サポート研究会 2021

年度第 2 回講演会（リモート開催），2021 年 12 月

19 日． 

6） 井上 誠：医科歯科連携で行う摂食嚥下リハビリ

テーション．高齢者歯科保健推進研修会，埼玉，2021

年 12 月 16 日． 

7） 井上 誠：医科歯科連携で行う摂食嚥下リハビリ

テーション．医療法人社団真仁会五泉中央病院研修

会，新潟県五泉市，2021 年 11 月 12 日． 

8） 伊藤加代子：口腔ケアの実際と食事介助の基本，

2021 年度口腔ケア研修会，新潟県社会福祉協議会，

Web 開催，2021 年 8 月 26 日． 

9） 辻村恭憲：摂食嚥下障害の食支援, 令和 3 年度摂食
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嚥下機能向上に関する研修会 国立病院機構新潟病

院, オンデマンド配信，2021 年 8 月 1 日-31 日. 

10） 井上 誠：摂食嚥下機能を考えること・摂食嚥下障

害の支援を考えること．にいがた摂食嚥下障害サ

ポート研究会 2021 年度第 1 回講演会（リモート開

催），2021 年 5 月 29 日． 

11） 伊藤加代子：認知症高齢者への口腔ケア～口腔乾燥

への対応を中心に～，第 80 回柏崎臨床精神医学研

究会，Web 開催，2021 年 4 月 22 日． 

 

【学会発表】 

1) Yuta Nakajima, Yuhei Tsutsui, Satomi Kawada, Jin 

Magara, Takanori Tsujimura, Makoto Inoue: 

Facilitatory effect of atropine on swallowing 

evoked by distilled water in anesthetized rats. 

11th ESSD Congress, online conference, 

2021.11.4-6. 

2) Mana Ando，Jin Magara，Yuto Ochiai，Yukiko. 

Orihara, Kouki Noda, Roxana Stegaroiu，Makoto 

Inoue: Effect of oral dryness and bolus property 

on swallowing function. 11th ESSD Congress, 

online conference, 2021.11.4-6.  

3) Jin Magara，Reiko Ita，Takanori Tsujimura, Makoto 

Inoue: Effect of chewing on modulation of 

pharyngeal motor excitability. 11th ESSD 

Congress, online conference, 2021.11.4-6. 

4) Wakana Onuki, Jin Magara, Takanori Tsujimura, 

Kayoko Ito, Yuta Nakajima, Nobuaki Saka, Yuhei 

Tsutsui, Reiko Ita, Satomi Kawada, Makoto Inoue: 

Impact of dental treatment and management on 

patients with Oral Hypofunction. 11th ESSD 

Congress, online conference, 2021.11.4-6. 

5) Takanori Tsujimura, Jin Magara, Akira Okubo, 

Nobuaki Saka, Yuta Nakajima, Makoto Inoue: 

Volitional chewing affects pharyngeal bolus 

transit time during swallowing. 6th 

International Conference on Food Oral Processing, 

online conference, 2021.7.12-14. 

6) Sirima Kulvanich, Haruka Sakai, Anna Sasa, Riho 

Takanami, Kayoko Ito, Jin Magara, Takanori 

Tsujimura, Makoto Inoue: Effect of the oral 

function on the oral intake resumption in acute 

stroke patients with dysphagia.  2nd World 

Dysphagia Summit, Nagoya Congress Center (Aichi/ 

Nagoya city)/online conference, 2021.8.20-22. 

2nd World Dysphagia Summit Proceedings P111, 

2021. 

7) Sirima Kulvanich, Kayoko Ito, Eri Takei, Haruka 

Sakai, Jin Magara, Takanori Tsujimura, Makoto 

Inoue: Association between oral and swallowing 

function and the feeding status of older adults 

in nursing homes.  Niigata Dental Society 2021 

1st regular meeting, Niigata city, Niigata 

Prefecture, 2021.7.10. 

8) Midori Yoshihara, Kouta Nagoya, Jin Magara, 

Takanori Tsujimura, and Makoto Inoue: 

Long-lasting TRPV1 activation modulates the 

initiation of swallowing in anesthetized rats. 

2nd World Dysphagia Summit, Nagoya Congress 

Center (Aichi/ Nagoya city)/online conference, 

2021.8.20-22. 2nd World Dysphagia Summit 

Proceedings P119, 2021. 

9) Jin Magara, Eri Takei, Yuhei Tsutsui, Takanori 

Tsujimura, Makoto Inoue: Modulation of 

swallowing related motor evoked potentials 

induced by interferential current stimulation. 

2nd World Dysphagia Summit, Nagoya Congress 

Center (Aichi/ Nagoya city) on-site & on-line 

conference, 2021.8.20-22. 2nd World Dysphagia 

Summit Proceedings P169, 2021. 

10) Yuta Nakajima, Takanori Tsujimura, Reiko Ita, 

Makoto Inoue: Atropine facilitates initiation of 

swallowing evoked by ditilled water in 

anesthetized rats. 2nd World Dysphagia Summit, 

Nagoya Congress Center (Aichi/ Nagoya 

city)/on-line conference, 2021.8.20-22. 2nd 

World Dysphagia Summit Proceedings P177, 2021. 

11) Kouta Nagoya,Takanori Tsujimura, Jin Magara, 

Makoto Inoue: Analyses of swallowing changes due 

to Chronic Obstructive Pulmonary Disease (COPD) 

in anesthetized rats. 2nd World Dysphagia Summit, 

Nagoya Congress Center (Aichi/ Nagoya 

city)/online conference, 2021.8.20-22. 2nd 

World Dysphagia Summit Proceedings P120, 2021 

12) 鈴木 拓，辻村恭憲，井上 誠：口腔咽頭内の衛生

状態改善後に喉頭蓋の反転不全が改善した一例．第

45 回日本嚥下医学会学術講演会，電気ビルみらい

ホール（福岡県・福岡市）/WEB 開催，2022 年 2 月

24-25 日. 第 45 回日本嚥下医学会学術講演会プロ

グラム・抄録集 92 頁，2022． 

13) 落合勇人，梶山理恵，板 離子，小貫和佳奈，川田

里美，髙田夏佳，辻村恭憲，真柄 仁，井上 誠：

口腔乾燥がもたらす摂食嚥下運動への影響．第 45

回日本嚥下医学会学術講演会，電気ビルみらいホー

ル（福岡県・福岡市）/WEB 開催，2022 年 2 月 24-25

日. 
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14) 後藤理恵，落合勇人, Sirima Kulvanich, 辻村恭憲，

真柄 仁，竹井 亮，髙橋 肇，井上 誠：唾液分

泌量の低下が咀嚼嚥下運動に与える影響．日本顎口

腔機能学会第 66 回学術大会，WEB 開催，2021 年 12

月 4-5 日． 

15) 笹 杏奈，羽尾直仁，真柄 仁，辻村恭憲，井上 

誠：筋電図ならびに顎運動軌跡の記録を用いた食塊

形成/移送過程の評価．日本顎口腔機能学会第 66 回

学術大会，WEB 開催，2021 年 12 月 4-5 日． 

16) 坂井 遥，Sirima Kulvanich，笹 杏奈，井上 誠：

急性期摂食嚥下障害患者の経口摂取再開に関連す

る因子検索．第 35 回日本口腔リハビリテーション

学会学術大会，リモート開催，2021 年 11 月 20 日-12

月 3 日．日本口腔リハビリテーション学会雑誌 第

34 巻第 1 号 67 頁，2021． 

17) 小貫和佳奈，板 離子，真柄 仁，辻村恭憲，伊藤

加代子，那小屋公太，羽尾直仁，坂井 遥，中嶋優

太，井上 誠：口腔機能低下症診断のためのカット

オフ値と検査項目の一考察．第 35 回日本口腔リハ

ビリテーション学会学術大会，リモート開催，2021

年11月20日-12月3日．日本口腔リハビリテーショ

ン学会雑誌 第 34 巻第 1 号 68 頁，2021． 

18) 板 離子，小貫和佳奈，真柄 仁，辻村恭憲，伊藤

加代子，那小屋公太，羽尾直仁，坂井 遥，中嶋優

太，井上 誠：口腔機能低下症の評価および管理指

導についての検討．第 35 回日本口腔リハビリテー

ション学会学術大会，リモート開催，2021 年 11 月

20 日～12 月 3 日．日本口腔リハビリテーション学

会雑誌 第 34 巻第 1 号 68 頁，2021． 

19) 笹 杏奈，羽尾直仁，真柄 仁，辻村恭憲，井上 

誠：筋電図ならびに顎運動軌跡の記録を用いた食塊

形成過程の評価．2021 年度新潟歯学会第 2 回例会，

新潟大学（新潟県・新潟市），2021 年 11 月 6 日． 

20) 中嶋優太，辻村恭憲，川田里美，筒井雄平，吉原 翠，

那小屋公太，井上 誠：Atropine facilitates 

initiation of swallowing evoked by distilled 

water in anaesthetized rats．第 63 回歯科基礎医

学会学術大会，WB 開催，2021 年 10 月 9 日 11 日． 

21) 筒井雄平，真柄 仁，小貫和佳奈，坂 暢晃，坂井 

遥，井上 誠：急性期の延髄外側症候群患者に対し，

頸部回旋を併用したバルーン単純引き抜き法を

行った一例．第 26・27 回合同学術大会日本摂食嚥

下リハビリテーション学会，名古屋国際会議場（愛

知県・名古屋市）/WEB 開催，2021 年 8 月 19 日-21

日，第 26・27 回合同学術大会日本摂食嚥下リハビ

リテーション学会学術大会プログラム・抄録集 413

頁，2021． 

22) 岩森 大，片野佑美，川見友恵，宮岡洋三，井上 

誠：市販炭酸飲料へのとろみ付与による炭酸刺激感

の影響．第 26・27 回合同学術大会日本摂食嚥下リ

ハビリテーション学会，名古屋国際会議場（愛知

県・名古屋市）/WEB 開催，2021 年 8 月 19 日-21 日，

第26・27回合同学術大会日本摂食嚥下リハビリテー

ション学会学術大会プログラム・抄録集 409 頁，

2021． 

23) 羽尾直仁，笹 杏奈，真柄 仁，辻村恭憲，井上 誠，

筒井雄平，中嶋優太：呼吸，嚥下，咀嚼の協調を探

る．第 26・27 回合同学術大会日本摂食嚥下リハビ

リテーション学会，名古屋国際会議場（愛知県・名

古屋市）/WEB 開催，2021 年 8 月 19 日-21 日，第 26・

27 回合同学術大会日本摂食嚥下リハビリテーショ

ン学会学術大会プログラム・抄録集 399 頁，2021． 

24) 渡邊賢礼，土屋信人，小林智美，真柄 仁，井上 

誠：病診連携により経口摂取を継続できた重症心身

障害児の一例．第 26・27 回合同学術大会日本摂食

嚥下リハビリテーション学会，名古屋国際会議場

（愛知県・名古屋市）/WEB 開催，2021 年 8 月 19 日

-21 日，第 26・27 回合同学術大会日本摂食嚥下リハ

ビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集 

378 頁，2021． 

25) 伊藤加代子，阿志賀大和，林 宏和，飯泉智子，鈴

木 拓，道見 登，花形哲夫，井上 誠：新型コロ

ナウイルス感染症感染拡大予防に伴う歯科介入中

断が介護保険施設入所者に与える影響．第 26・27

回合同学術大会日本摂食嚥下リハビリテーション

学会，名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）/WEB

開催，2021 年 8 月 19 日-21 日，第 26・27 回合同学

術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術

大会プログラム・抄録集 380 頁，2021． 

26) 船山さおり，伊藤加代子，井上 誠：新潟大学医歯

学総合病院味覚外来患者の臨床検討．第 26・27 回

合同学術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学

会，名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）/WEB

開催，2021 年 8 月 19 日-21 日，第 26・27 回合同学

術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術

大会プログラム・抄録集 372 頁，2021． 

27) 落合勇人，渡邊賢礼，那小屋公太，山田真子，井上 

誠：頸部食道癌再発に対する遊離空腸を用いた再建

術後に認められた嚥下障害の一例．第 26・27 回合

同学術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学会，

名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）/WEB 開催，

2021 年 8 月 19 日-21 日，第 26・27 回合同学術大会

日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会プ

ログラム・抄録集 331 頁，2021． 

28) 小貫和佳奈，真柄 仁，辻村恭憲，伊藤加代子，坂

井 遥，中嶋優太，坂 暢晃，井上 誠：口腔機能
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低下症診断患者における予後の検討．第 26・27 回

合同学術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学

会，名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）/WEB

開催，2021 年 8 月 19 日-21 日，第 26・27 回合同学

術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術

大会プログラム・抄録集 302 頁，2021． 

29) 坂井 遥，Sirima Kulvanich，髙波里帆，山田真子，

笹 杏奈，井上 誠：急性期摂食嚥下障害患者の経

口摂取再開に関連する因子の検討．第 26・27 回合

同学術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学会，

名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）/WEB 開催，

2021 年 8 月 19 日-21 日，第 26・27 回合同学術大会

日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会プ

ログラム・抄録集 300 頁，2021． 

30) 髙波里帆，坂 暢晃，笹 杏奈，吉原 翠，羽尾直

仁，辻村恭憲，井上 誠：急性心筋梗塞を発症し，

長期挿管後に生じた嚥下障害対して摂食嚥下リハ

ビリテーションを実施した 1 例．第 26・27 回合同

学術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学会，名

古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）/WEB 開催，2021

年 8 月 19 日-21 日，第 26・27 回合同学術大会日本

摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会プログ

ラム・抄録集 330 頁，2021． 

31) 後藤理恵，落合勇人，Sirima Kulvanich，辻村恭憲，

真柄 仁，竹井 亮，高橋 肇，井上 誠：口腔乾

燥がもたらす摂食嚥下運動への影響．第 26・27 回

合同学術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学

会，名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）/WEB

開催，2021 年 8 月 19 日-21 日，第 26・27 回合同学

術大会日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術

大会プログラム・抄録集 286 頁，2021． 

32) 中嶋優太，辻村恭憲，板 離子，井上 誠：麻酔ラッ

トへのアトロピン投与がもたらす嚥下誘発の変調

効果．日本顎口腔機能学会第 65 回学術大会， WEB

開催，2021 年 6 月 26 日-27 日． 

33) 落合勇人，渡邊賢礼，那小屋公太，山田真子，辻村

恭憲，井上 誠：皮膚筋炎ならびにその合併症によ

り対応に苦慮した嚥下障害の一例．第 22 回日本言

語聴覚学会，ウインク愛知（愛知県・名古屋市）/WEB

開催），2021 年 6 月 19 日-20 日.  

34) 落合勇人，辻村恭憲，渡邊賢礼，那小屋公太，山田

真子，高波里帆，井上 誠：下部消化管に出現した

合併症により対応に苦慮した皮膚筋炎に伴う嚥下

障害の一例．第 54 回新潟歯学会総会，新潟大学（新

潟県・新潟市），2021 年 4 月 17 日． 

 

【研究会】 

1) 笹 杏奈，羽尾直仁，Sirima Kulvanich，板 離子，

真柄 仁，辻村恭憲，井上 誠：食塊形成過程にお

ける舌骨上筋群の機能的役割．第 1 回表面筋電バイ

オフィードバック研究会，大阪保健医療大学（大阪

府・大阪市）/WEB 開催，2022 年 3 月 6 日． 

 

【受賞】 

1) 笹 杏奈，羽尾直仁， Sirima Kulvanich， 板 離

子， 真柄 仁， 辻村恭憲， 井上 誠：食塊形

成過程における舌骨上筋群の機能的役割．第 1 回 

表面筋電リハビリテーション研究会，優秀演題賞． 

2) 笹 杏奈，羽尾直仁，真柄 仁，辻村恭憲，井上 

誠：筋電図ならびに顎運動軌跡の記録を用いた食塊

形成過程の評価．2021 年度新潟歯学会第 2回例会，

2021 年度新潟歯学会賞． 

3) Jin Magara, Eri Takei, Yuhei Tsutsui, Takanori 

Tsujimura, Makoto Inoue: Modulation of 

swallowing related motor evoked potentials 

induced by interferential current stimulation. 

2nd World Dysphagia Summit, Oral presentation 

award, 2nd place. 

 

【その他】 

1） 井上 誠：「食べる・飲む」機能の障害と口腔リハ

ビリテーション．その仕組みと展望．第 24 回 日

本歯科医学会学術大会記録集，印刷中． 

2） 井上 誠，坂井 遥：摂食嚥下障害．新潟一番，テ

レビ新潟，2022 年 3 月 9 日． 

3） 井上 誠：ゆうなびプラス見つけタネ．にいがたケ

ンジュプロジェクト，新潟放送，2022 年 3 月 4 日． 

4） 井上 誠：いまから始めよう！すぐ出来る！さまざ

まなフレイル予防．新潟一番，テレビ新潟，2022

年 2 月 8 日． 

5） 川田里美：令和4年度新潟大学フェローシップ支援，

2022． 

6） 筒井雄平：令和4年度新潟大学フェローシップ支援，

2022． 

7） 板 離子：令和 3 年度未来のライフ・イノベーショ

ンを創出するフロントランナー育成プロジェクト，

2021． 

8） 笹 杏奈：令和 3 年度未来のライフ・イノベーショ

ンを創出するフロントランナー育成プロジェクト，

2021． 

9） 中嶋優太：令和3年度新潟大学フェローシップ支援，

2021． 

10） 辻村恭憲：摂食嚥下障害の評価と対応，いいじま歯

科クリニック研修会，新発田市 生涯学習センター，

2022 年 3 月 24 日. 

11） 井上 誠：噛むこと・飲み込むこと．新潟大学公開
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講座，新潟大学，（リモート開催），2021 年 12 月

25 日． 

12） 井上 誠：地域医療構想において歯科が果たせる役

割．新潟県議会自由民主党歯科保健議員連盟会議，

新潟県庁，2021 年 12 月 6 日． 

13） 井上 誠：要介護高齢者の摂食嚥下障害と介護食の

開発へのヒント．アグリビジネス創出フェア 2021，

2021 年 11 月 24-26 日． 

14） 伊藤加代子：唾液と味覚の役割．新潟大学公開講座，

新潟大学，（リモート開催），2021 年 10 月 30 日． 

15） 井上 誠：「介護食の世界に革命を～「食べる」を

知って「食べる」を支える～」．新潟大学・地域共

創支援活動シーズ発表会，2021 年 9 月 29 日． 

16） 井上 誠：摂食嚥下障害と口腔機能．大塚製薬株式

会社社員向け社内研修会（リモート開催），2021

年 8 月 31 日． 

17） 笹 杏奈：特別キャリアデザイン講座，北海道医療

大学リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科，

Web 開催，2021 年 8 月 28 日． 

18） 伊藤加代子：オーラルフレイル万全対策，サンデー

毎日，2021 年 6 月 20 日号：122-125． 

19） 伊藤加代子：口腔乾燥への対応～服薬コンプライア

ンス向上のために～，トビエースオンラインセミ

ナー，ファイザー製薬，Web 開催，2021 年 7 月 13

日． 

20） 井上 誠，中嶋優太：新潟大学フェローシップ事業

キックオフシンポジウム 2021，新潟大学中央図書館

ライブラリーホール，Web 開催，2021 年 6 月 28 日． 

21） 辻村恭憲：URA 企画 科研費 国際共同研究強化(A) 

採択者との懇談会，Web 開催，2021 年 6 月 1 日． 

22） 伊藤加代子：口腔乾燥症への東洋医学的アプローチ，

新潟大学歯学部同窓会，Web 開催，2021 年 5 月 30

日． 


